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戸籍．住民登録．印鑑証明

う殳場 窓 口 で の 請 求 に つ い て

戸籍などを役場窓口で請求できる人は法律により定められています。

また、代理人による印鑑登録は、日数がかかり即日証明書の交付はできませんので、

下記を参考にして、窓口にお出でください。

戸籍（除籍・原戸籍）謄・抄本申請の場合 本籍址の市町村役場で交付されます。

委任状 毋割誉抄本申請書 裏面

本人（請求者）とは＝請求できる方

・戸籍に記載されている方。

・戸籍に記載されている方の直系であること。（配偶者、父母、祖父母、子、孫、ひ孫など）

※（直系でない兄弟などは、請求者となれない場合があります。）

勹 尚 麺 栄 ］

１ 申請書を書いてください。

２ 手数料分の定額小為替を郵便局で購入してください。

３ 返信用封筒に、あなたの住所（送付先）を書いて、切手を貼ってください。

４ 上記の１～３を封筒に入れ、役場住民福祉課住民係まで郵送してください。

５ 役場に申請書が届きますと、書類を作成し送付します。



申請書の書き 方

佐井村役場窓口に備え付けられている戸籍（除籍）謄・抄本の申請書 表面

ユ 辷

｀窓／：：７にこられた‥ 役場窓口に戸籍などをもらいに来た大の住所、氏名を書き押印してください。
－

あなたの

必要なλの‥ ‥ だれの戸籍などが必要か書いてください。本籍址を書いてください。
筆頭者を書いてください。
筆頭者とは、戸籍の最初に記載されている方で、死亡されても筆頭者は変わりません。

既婚の方→自分又は配偶者の氏名
未婚の方→親の戸籍に大っていますので、父又は母の氏名

抄本の場合必要な人の名前を書いてください。

あなたと必要な・・もらいに来た大と必要な大との関係
－λ

との房蔭 該当する番号に○を付けてください。

憇０みち・・‥ ・何のために使うのか該当するものに○を付けてください。

酲通必要力５●●●・必要な書類番号に○を付け、何通必要か書いてください。

冶 （

戸籍謄抄本 ４５０円 除籍・改製原戸籍謄抄本 ７５０円 戸籍の附票 ２００円

犬 （ ）

謄本→戸籍、附票などの全部（全員）の写しのこと。
抄本→戸籍、附票などの一部（個人）の写しのこと。
除籍→戸籍に構成（親子）されている方が、死亡、婚姻などにより全員が除かれた戸籍。
改製原戸籍一戸籍の様式が法律などにより改められ、新戸籍が編成された後の従前の消除された戸籍。
戸籍の附票→本籍者の住所の異動が記載されている票。



住民票など交付申請の場合 住所地の市町村役場で交付されます。

【注意】用途などによっては交付できない場合もあります。

申 請 書 佐井村役場窓口に備え付けられている住民票等交付申請書
○七珍）

じ身分証明書交付請求書の場合） 本籍地の市町村役場で交付されます。

加 〕

住民票謄本（４人まで） ２００円 住民票抄本 身分証明書

や （５人以上） ４００円 住民票除票 出稼手帳証明 各２００円
改製原住民票 その他証明



印鑑登録申請（新規・改印・紛失）の場合 住所地の市町村役場で申請できます。

申 請 書 佐井村役場窓口に備え帽ナられている印鑑登録証明書交付申請書 ○垂
匸）

※印鑑登録証明書の交付は、印鑑手帳があれば代理人でも交付請求ができます。

この場合は、代理人の印鑑が必要です。

）ｊ云ｉＯ
印鑑登録手帳 ２００円 印鑑登録証明書 ２００円

その他不明な点は、お気軽にお尋ねください。
問い合わせ

役場 住民福祉課 住民係 Ｓ ⑩２１１１



平成１３年４月１日から

家電リサイクル法が
はじまります！

テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンが対象です。

平成１３年４月１日より家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）が本格

施行されます。

これは、一般家庭や事業所から排出された特定の家電製品の有用な部品や材料

をリサイクルして廃棄物を減量、資源の有効利用を推進するための法律です。

家電リサイクル法では、みなさんがリサイクル費用を負担し、販売店がそれを回

収、家電メーカーが再商品化するという、リサイクルの役割が義務づけされます。

今まで粗大ゴミとして排出していたテレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコンの家電

４品目が一般のゴミとして排出することができなくなり、不要になったときは、

家電小売業者などに引き取ってもらい、各家電メーカーが再商品化を行います。

消費者がＴ負担する費用はメーカーのリサイクル料金と販売店の収集料金で、販

売店に合計料金を支払います。

排出者が負担する費用

※１ 収集運搬料金は、品目のサイズ等によって異なりますので、販売店でご

確認ください。

※２ ４品目における再商品化料金は各大手メーカーが公表した価格です。

佐井村の販売店（家電小売業者）



特 定 家 庭 用 機 器 一 覧
※家電リサイクル法の対象になる機器は、ご存知のとおり「テレビ」、「冷蔵庫」「洗濯機」、「エアコン」
の４品目です。
しかし その４品目でも下記の表のように家電リサイクル法の対象・対象外とに分かれます。

「対 象」一 家電リサイクル法の対象になりますので、不要になったときは、販売店などに引き取っ
てもらい、再商品化を行います。

「対象外」一 家電リサイクル法の対象にならないので、今までどおり粗大ごみとして排出してくださ

し稲

※家電リサイクル法の特定家庭用機器４品目のうち上記の表に記載されてなく、対象・対象外かが分か
らない時は、販売店等で確認してください。



家電リサイクル券システムの概要

※家電リサイクル券システムは、リサイクル料金の回収・支払いと管理票の運営が主たる機能です。

家電リサイクル券システムは、「料金販売店回収方式」、「料金郵便局振込方式」の２種類があり、販

売店はいずれかを選択することができます。

Ｉ 料金販売店回収方式（消費者が販売店にリサイクル料金を支払う）

※この方式を採用される販売店は家電リサイクル券システムに入会することとなり、当村の販売店「モ
リビアだけうち」では入会しているので、この方式となります。

Ｉ料金郵便局振込方式（消費者が郵便局ヘリサイクル料金を振り込む）

〈み ん な で 家 電 リ サ イ ク ル つ く ろ う循 環 型 社 会 〉

２１世紀のクリーンな朧境づくりのために、消費者、家電小売業者（販売店）、製造業者等それぞれが
協力し合い、新しい仕組み家電リサイクル法に取り組みましょう。



狂犬病予防注射を実施します！

例年行っている狂犬病予防注射を下記のスケジュールで実施します。集合注射の方法は今までと変わりま

せんので，過去に登録している方については，後日送付しますハガキ（平成１３年度の犬の狂犬病予防注射・

登録実施のお知らせ－４月上旬送付）を持参してください。

（１）登録・登録鑑札交付手数料 ３，０００円

（２）集合注射料金 ３，０００円（注射料 ２，４５０円：注射済票交付手数料 ５５０円）

※集合注射料金のうち，注射料２，４５０円は獣医師会へ支払うこととなります。

注：１ 過去に登録している方で、後日送付するハガキが未着の時は、役場へご連絡ください。

２ ４月２４日のｎ：１０から実施する場所は、旧佐井村商工会前なので、お間違えのないようぉ願いしま

す。

～ 犬 の 飼 い 主 の み な さ ん へ ～

○係留の義務

犬の飼い主は、飼い犬を鎖にっないだり、楫や檻に入れるなどして常に係留しておかなければなりません。

散歩の時も、必ず鎖等のりードにっないで散歩させましょう。

○飼い主の責任

飼い主の責任として以下のことを心がけましょう。

①犬を係留している場所を常にきれいにしておきましょう。

②散歩の時の糞の後始末をしましょう。

③みだりに吠えないようにしっけましょう。

④犬を捨てることなく、終生飼うようにしましょう。

⑤不幸な子犬をふゃさないためにも親犬の繁殖制限をしましょう。

ｏ犬・猫の引き取り

ゃむを得ない理由によって飼えなくなった犬・猫は、保健所で引き取りますので連れてきてください。捨

てることによって他人に迷惑をかけることになりますので、絶対に捨てないでください。

なお、保健所による引取囗は決まっていますので、引き取りを希望する際は、役場までご連絡ください。



平成１３年度予算ヤ ゼココ ベ

２８億２，６５６万円（一般会計）

去
る
三
月
村
議
会
定
例
会
で
、
平
成
十
三
年
度
佐
井
村
一
般
会
計

予
算
及
び
特
別
会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
予
算
編
成
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
っ
て
も
佐
井

村
総
合
計
画
の
指
標
に
向
け
て
具
体
的
な
施
策
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

本

年

度

の

主

な

事

業

◆

生
活
環
境
の
整
備
と
地
域
の
安
全
対
策

道
路
橋
梁
整
備
・
福
浦
川
目
線
整
備
事
業

・
道
路
事
業
負
担
金
（
側
溝
改
良
）

災
害
防
止
対
策
・
川
目
地
区
急
傾
斜
地
対
策
事
業

交
通
安
全
対
策
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
補
助
金

◆

保
健

・
医
療
と
福
祉
の
充
実

健
康
医
療
対
策
・
予
防
事
業
（
各
種
予
防
接
種
他
）

・
乳
幼
児
は
つ
ら
つ
育
成
事
業

・
妊
婦
及
び
乳
児
委
託
健
康
診
査
事
業

・
老
人
保
健
事
業

環
境
衛
生
対
策
・
ご
み
焼
却
場
及
び
不
燃
物
処
理
場
管
理
運
営
事
業

・
下
北
地
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
事
業

・
リ
サ
イ
ク
ル
関
係
事
業

社
会
福
祉
対
策
・
各
種
福
祉
団
体
活
動
費
補
助
金

・
地
域
福
祉
ほ
の
ぼ
の
交
流
事
業

・
身
体
障
害
者
保
護
措
置
関
係
業
務

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

・
下
北
郡
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
運
営
事
業

（ ）内は前年度数値

公債費 その他

１７４，４４７円

（１７０，２１３円）

４３，３６９円

（４２，８６２円）

※２月末人口・ 凵 ５４人で計算



村民一人当たりの予算額 ８９６，１８３円 ① ０００，６６４円）

総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費 土木費 消防費 教育費

１３５，８１５円

（１３９，８８８円）

８１，８２３円

（８６，４００円）

１１７，２９２円

（１１４，０７１円）

１６９，０２６円

（２３４，９３２円）

２３，７２７円

（４８，１２７円）

２１，９６３円

（３０，９４０円）

６８，１５３円

（６５，２２１円）

６０，５６６円

（６８，０１０円）

老
人
福
祉
対
策
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

・
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
高
齢
者
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

・
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
等
社
会
活
動
促
進
事
業

・
家
族
介
護
支
援
特
別
事
業

児
童
福
祉
対
策
・
児
童
措
置
業
務
（
児
童
手
当
）

・
保
育
所
運
営
事
業

・
特
別
保
育
事
業

◆

産
業

振

興
対

策

農
業
振
興
対
策
・
新
青
森
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
２１
事
業

・
佐
井
村
土
地
改
良
区
補
助
金

林
業
振
興
対
策
・
ふ
る
さ
と
林
道
緊
急
整
備
事
業
（
大
佐
井
川
添
線
）

・
鳥
獣
害
防
止
施
設
整
備
事
業

・
菌
床
し
い
だ
け
栽
培
事
業

水
産
業
振
興
対
策
・
韭
型
魚
礁
設
置
事
業

・
佐
井
村
漁
業
協
同
組
合
補
助
金

・
磯
谷
地
区
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業

・
福
浦
漁
港
改
修
事
業

・
漁
港
事
業
負
担
金
（
佐
井
・
矢
趙
・
磯
谷
・
牛
滝
）

商
工
観
光
振
興
対
策
・
し
お
さ
い
ロ
ー
ド
整
備
事
業

・
仏
ケ
浦
港
湾
整
備
事
業
負
担
金

・
イ
ベ
ン
ト
「
食
談
義
」
事
業

◆

教
育

文

化

の

振

興

対

策

学
校
教
育
対
策
・
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
招
致
事
業

・
「
心
の
教
室
相
談
員
」
活
用
調
査
研
究
委
託
事
業

・
奨
学
資
金
貸
付
事
業

社
会
教
育
事
業
・
情
報
通
信
技
術
講
習
事
業

・
天
然
記
念
物
食
害
対
策
事
業

・
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
事
業

保
健
体
育
事
業
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費
補
助
金

特

別

会

計

予

算

盲
子
千
百
甘
千
千
仁
匸
仁

一
億
五
千
二
百
二
十
三
万
二
千
円

清
潔
で
安
全
な
飲
料
水
を
供
給
す
る
た
め
、
水
道
施
設
の

建
設
や
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
を
扱
う
会
計
。

下

犬
千

百
飲
水
三
仟
厂

四
億
六
千
六
百
三
十
万
一
千
円

健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
公
共
用
水
域
及
び
海

辺
の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
下
水
道
施
設
の
建
設
や
維
持

管
理
に
要
す
る
経
費
を
扱
う
会
計
。

⑤
⑤
言
百
万
言
証
言
水
戸
言二
億
八
千
五
百
八
十
七
万
一
千
円

医
療
費
の
支
払
い
や
、
み
な
さ
ん
の
健
康
管
理
の
た
め
の

必
要
経
費
を
扱
う
会
計
。

百
卜韓

炎

紺
百

千
犬

三
億
八
千
六
百
三
十
六
万
三
千
円

壮
年
期
か
ら
の
疾
病
予
防
、
健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
、
老

人
医
療
費
を
扱
う
会
計
。

∇
价
飯

⑤
播
言
言
言

一
億
四
千
八
百
十
七
万
四
千
円

介
護
を
家
族
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
で
支
え
あ
い
、
総
合

的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
経
費
を
扱
う
会
計
。



昨
年
の
十
二
月
に
各
地
区
か
ら

行
政
に
対
す
る
要
望
が
あ
り
、
こ

れ
ら
の
要
望
に
対
し
て
、
こ
れ
ま

で
村
で
は
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
が
、
今
般
、
平
成
十
三
年
度
の

予
算
が
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
内
容
を
要
約
し
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

吉

刄

爬

」

要
望
）
石
沢
遵
一
郎
氏
宅
前
の
側

溝
の
改
修

回
答
）
十
二
年
度
に
実
施
済
。

士

量

を
」

要
望
）
ゴ
ミ
箱
の
設
置

回
答
）
消
防
分
署
下
及
び
川
村
義

道
宅
付
近
に
つ
い
て
は
、
十
二
年

度
に
設
置
済
。
岡
本
秀
雄
氏
宅
付

近
に
つ
い
て
は
、
設
置
場
所
が
確

保
で
き
な
い
の
で
設
置
は
無
理
。

ま
た
、
役
場
前
に
つ
い
て
も
設
置

場
所
が
確
保
で
き
な
い
の
で
設
置

で
き
な
い
。
工
藤
高
明
氏
宅
付
近

に
つ
い
て
は
、
十
一
年
度
に
設
置

済
。
要
望
）
街
灯
の
新
設
・
切
替

回
答
）
要
望
さ
れ
た
箇
所
は
、
十

二
年
度
に
新
設
、
切
替
済
。
な
お
、

正
村
秀
美
氏
宅
付
近
に
つ
い
て
は
、

消
防
分
署
建
設
計
画
と
併
せ
て
検

討
す
る
。

隔

湍

扈
」

要
望
）
旧
集
会
所
の
改
修

回
答
）
原
田
地
区
の
避
難
所
は
、

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
と
小
学
校
が

指
定
さ
れ
、
収
容
人
員
も
満
た
し

て
い
る
。
ま
た
、
一
地
区
一
集
会

施
設
で
施
設
維
持
を
し
て
い
る
の

で
、
改
修
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

要
望
）
原
田
川
河
口
付
近
へ
の
消

波
ブ
ロ
ッ
ク
の
配
置

回
答
）
今
年
度
、
む
つ
土
木
事
務

所
で
原
田
海
岸
の
保
全
に
つ
い
て

調
査
中
で
あ
り
、
来
年
度
、
そ
の

調
査
結
果
に
蘂
づ
い
て
具
体
的
な

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
予
定
。
ま
た
、

河
口
の
土
砂
に
つ
い
て
は
、
む
つ

上
木
事
務
所
で
調
査
中
の
原
田
海

岸
の
保
全
と
関
連
す
る
こ
と
か
ら
、

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
十
三
年
度

に
撤
去
す
る
予
定
。

要
望
）
村
道
折
浜
線
及
び
漁
港
関

連
道
の
整
備

回
答
）
次
期
水
産
基
盤
整
備
計
画

等
で
要
望
し
て
い
く
。

要
望
）
お
り
っ
ぱ
消
波
ブ
ロ
ッ
ク

の
沖
尤
し
と
船
揚
場
整
備

回
答
）
干
潮
時
、
海
岸
線
が
離
岸

堤
付
近
ま
で
達
し
、
漁
船
の
上
げ

下
げ
に
不
便
で
あ
る
と
思
う
が
、

近
年
整
備
さ
れ
た
急
傾
斜
護
岸
の

使
用
や
原
田
漁
港
内
の
船
揚
場
の

効
率
的
な
活
用
方
法
を
地
区
の
中

で
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

要
望
）
小
原
田
川
沿
い
へ
の
道
路

新
設
回
答
）
用
地
問
題
、
道
路
整
備
の

た
め
の
構
造
上
の
問
題
が
あ
る
の

で
、
検
討
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

要
望
）
電
気
柵
の
設
置

回
答
）
十
一
年
度
に
農
作
物
被
害

対
策
と
し
て
電
気
柵
を
設
置
済
。

電
気
柵
を
必
要
と
す
る
方
に
つ
い

て
は
、
年
次
計
画
に
基
づ
き
整
備

し
て
い
る
た
め
各
地
区
の
整
備
完

了
後
に
計
画
す
る
。
ま
た
、
ク
マ

に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
猟
友
会

を
通
じ
て
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
災

無
線
放
送
で
の
出
没
状
況
を
住
民

に
知
ら
せ
る
な
ど
し
て
事
故
防
止

に
努
め
る
。

足
⑥

置

」

要
望
）
村
道
川
磯
線
へ
の
側
溝
の

新
設
回
答
）
側
溝
の
機
能
を
果
た
し
て

い
な
い
た
め
改
良
が
必
要
だ
が
、

事
業
費
が
高
額
と
な
る
た
め
財
源

の
見
込
み
が
っ
き
し
だ
い
実
施
し

た
い
。

要
望
）
村
道
川
磯
祿
の
道
路
補
修

回
答
）
舗
装
が
悪
い
為
改
良
が
必

要
だ
が
、
事
業
費
が
高
額
と
な
る

の
で
財
源
の
見
込
み
が
つ
き
し
だ

い
実
施
し
た
い
。

要
望
）
上
山
行
雄
氏
宅
と
上
山
正

義
氏
宅
の
中
間
へ
の
下
水
マ
ス
の

設
置
回
答
）
十
二
年
度
に
実
施
済
。

要
望
）
大
佐
井
川
へ
の
プ
ー
ル
の

設
置
回
答
）
県
単
独
事
業
と
し
て
要
望

済
。
内
容
と
し
て
は
、
親
水
性
の

あ
る
水
遊
び
場
的
機
能
を
持
っ
た

施
設
を
計
画
。

「
倫

ま

」

要
望
）
漁
港
内
の
船
揚
場
と
船
揚

場
と
の
空
間
場
所
の
埋
立
て
、
沖

側
の
嵩
上
げ
及
び
改
修

回
答
）
次
期
水
産
基
盤
整
備
計
画

で
要
望
し
て
い
く
。

要
望
）
埋
立
跡
地
へ
の
荷
捌
所
の

建
設
回
答
）
山
振
事
業
と
過
疎
計
画
で
、

十
五
年
度
の
事
業
実
施
を
予
定
。

要
望
）
現
在
、
三
ケ
所
の
導
船
溝

が
あ
る
が
、
今
後
は
大
沢
膵
船
溝

を
中
心
に
活
用
す
る
の
で
そ
の
整

備
と
船
揚
場
の
建
設

回
答
）
次
期
漁
港
海
岸
整
備
計
画

へ
登
載
予
定
。

要
望
）
大
沢
導
船
溝
よ
り
矢
饂
漁

港
ま
で
の
海
岸
保
全
及
び
取
付
道

路
の
整
備

回
答
）
佐
井
漁
港
と
矢
越
漁
港
を

結
ぶ
臨
港
道
路
の
構
想
も
あ
り
、

今
後
、
当
該
構
想
の
早
期
実
現
を

要
望
し
て
い
く
予
定
。

要
望
）
消
防
団
格
納
庫
よ
り
が
ん

か
け
公
園
ま
で
の
側
溝
の
整
備

回
答
）
湯
ノ
川
越
付
近
ま
で
は
、

十
二
年
度
に
実
施
済
。
そ
れ
以
後

に
つ
い
て
は
、
村
内
で
の
優
先
順

位
を
決
め
、
順
次
整
備
し
て
い
く
。

要
望
）
健
康
広
場
の
整
備

回
答
）
十
二
年
度
中
に
遊
具
と
街

灯
を
撤
去
し
、
十
四
年
度
以
降
に

街
灯
設
置
を
含
む
整
備
を
予
算
化



し
た
い
。

要
望
）
矢
越
地
区
共
同
墓
地
の
取

付
道
路
の
整
備

回
答
）
一
部
改
良
で
は
事
業
効
果

が
薄
い
た
め
、
全
体
的
な
見
直
し

を
含
め
て
検
討
。

通

有

價
一
」

要
望
）
サ
ル
・
カ
モ
シ
カ
被
害
対

策
と
し
て
の
電
気
柵
の
整
備

回
答
）
十
三
年
度
に
実
施
予
定
。

要
望
）
漁
民
研
修
セ
ン
タ
ー
の
サ

ク
リ
板
の
再
塗
装

回
答
）
必
要
性
は
理
解
し
て
い
る

が
、
財
源
の
見
通
し
が
つ
か
な
い

た
め
、
当
分
、
実
施
で
き
な
い
。

要
望
）
上
の
川
へ
の
カ
ル
パ
ー
ト

の
設
置

回
答
）
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業

で
十
四
年
度
に
実
施
す
る
予
定
。

要
望
）
八
月
下
旬
に
床
下
浸
水
が

あ
っ
た
箇
所
の
側
溝
改
修

回
答
）
十
二
年
度
に
実
施
済
。

圓

塁

国

要
望
）
イ
ソ
コ
～
コ
マ
間
の
海
岸

保
全
と
防
波
対
策

回
答
）
次
期
漁
港
海
岸
整
備
計
画

へ
登
載
予
定
。

要
望
）
干
場
の
整
備

回
答
）
次
期
水
産
基
盤
整
備
計
画

で
野
積
場
整
備
を
予
定
し
て
い
る

の
で
、
そ
こ
を
干
場
と
し
て
利
用

可
能
。

要
望
）
漁
港
内
の
浚
渫

回
答
）
次
期
水
産
基
盤
整
備
計
画

で
要
望
し
て
い
る
。

要
望
）
長
後
川
護
岸
の
改
修

回
答
）
現
在
の
状
況
で
は
ベ
ー
ス

部
分
の
様
子
を
確
認
で
き
な
い
た

め
、
今
年
度
、
重
機
に
よ
る
試
掘

を
実
施
し
て
今
後
の
対
策
を
検
討
。

要
望
）
ク
マ
の
被
害
調
査

回
答
）
被
害
調
査
は
毎
年
実
施
し

て
い
る
の
で
併
せ
て
出
没
に
つ
い

て
も
聞
き
取
り
調
査
す
る
。

考

量

願

要
望
）
外
港
築
港
の
計
画

回
答
）
次
期
水
産
基
盤
整
備
計
画

で
要
望
し
て
い
る
。

要
望
）
西
防
波
堤
の
消
波
ブ
ロ
ッ

ク
の
嵩
上
げ

回
答
）
次
期
水
産
基
盤
整
備
計
画

で
要
望
し
て
い
る
。

要
望
）
ゴ
ミ
収
集
箱
の
設
置

回
答
）
十
三
年
度
に
設
置
す
る
。

要
望
）
排
水
処
理
場
完
成
後
の
空

き
地
の
干
場
と
し
て
の
使
用
及
び

処
理
場
付
近
の
堆
積
土
砂
を
撤
去

し
、
干
場
と
し
て
使
用
可
能
な
状

態
へ
の
遺
成

回
答
）
十
三
年
度
に
実
施
予
定
。

要
望
）
歌
舞
伎
の
衣
装
整
備

回
答
）
長
年
に
わ
た
り
、
各
種
補

助
事
業
辛
村
単
独
事
業
等
で
歌
舞

伎
の
衣
装
、
小
道
具
、
背
景
幕
な

ど
を
整
備
し
て
き
た
結
果
、
他
地

区
に
比
較
し
て
相
当
な
完
備
が
な

さ
れ
て
い
る
。
必
要
な
も
の
を
具

体
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
必
要
頻
度

が
高
い
物
件
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し

て
頂
き
た
い
。

要
望
）
学
校
の
倉
庫
の
建
設

回
答
）
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て

い
る
が
、
財
政
上
実
現
で
き
な
い
。

要
望
）
体
育
館
裹
の
土
留
め
用
ジ
ヤ

篭
の
整
備

回
答
）
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
な

い
た
め
で
き
な
い
。
地
域
の
協
力

に
よ
り
除
草
作
業
の
徹
底
と
忌
避

剤
等
の
対
策
を
講
ず
る
よ
う
学
校

と
引
き
続
き
協
議
す
る
。

要
望
）
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
へ
の
休

憩
所
の
建
設

回
答
）
す
ぐ
近
く
に
歌
舞
伎
の
館

が
あ
る
の
で
、
そ
こ
を
利
用
し
て

頂
き
た
い
。

要
望
）
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
改
修

回
答
）
十
三
年
度
に
実
施
。

要
望
）
診
療
所
の
建
設

回
答
）
今
後
検
討
し
て
い
く
。

首

１

孩

要
望
）
漁
港
内
の
浚
渫
及
び
沖
防

波
堤
、
南
側
へ
の
延
長

回
答
）
次
期
水
産
基
盤
整
備
計
画

で
要
望
し
て
い
る
。

要
望
）
漁
網
染
め
場
の
新
設
、
千

場
の
造
成

回
答
）
用
地
確
保
が
困
難
な
為
、

も
う
少
し
検
討
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

要
望
）
排
水
処
理
施
設
付
近
へ
の

漁
船
係
留
岸
壁
及
び
野
積
み
施
設
、

網
の
洗
浄
施
設
の
建
設

回
答
）
漁
港
埋
立
が
前
提
と
な
る
。

沿
構
事
業
メ
ニ
ュ
ー
に
は
な
い
が
、

具
体
化
の
段
階
で
取
り
上
げ
て
み

る
こ
と
で
、
県
と
協
議
し
て
い
る
。

要
望
）
牛
滝
川
、
河
回
啓
示
工
事
、

土
留
め

回
答
）
次
期
水
産
基
盤
整
備
計
画

で
要
望
し
て
い
る
。

要
望
）
み
ん
な
の
広
場
の
改
修

回
答
）
イ
ス
は
老
朽
化
し
て
い
る

の
で
十
二
年
度
中
に
改
修
す
る
が
、

水
飲
み
場
に
つ
い
て
は
、
今
年
の

四
月
に
改
修
し
た
ば
か
り
な
の
で

現
在
の
も
の
を
使
用
し
て
ほ
し
い
。

ト
イ
レ
は
、
近
く
に
公
衆
ト
イ
レ

が
あ
る
の
で
設
置
は
で
き
な
い
。

要
望
）
旧
防
災
無
線
施
設
の
ス
ピ
ー

カ
の
撤
去

回
答
）
撤
去
済
。

要
望
）
地
区
簡
易
水
道
施
設
整
備

の
改
善
（
降
水
量
が
多
く
な
る
と

水
道
水
が
濁
る
た
め
）

回
答
）
河
川
の
水
質
調
査
を
十
三

年
度
に
実
施
予
定
。

要
望
）
漁
港
の
電
灯
の
新
設

回
答
）
排
水
処
理
施
設
周
辺
の
用

地
造
成
を
次
期
水
産
基
盤
整
備
計

㈲
で
要
望
し
て
い
る
の
で
、
当
該

整
備
計
画
の
中
で
要
望
し
て
い
く
。

要
望
）
へ
き
地
憚
育
所
閉
所
匚
伴

う
保
育
教
材
、
遊
具
等
の
今
後
の

活
用
回
答
）
地
区
で
の
利
用
は
可
能
。

要
望
）
へ
占
地
保
育
所
閉
所
に
伴

う
月
一
入

一
回
位
の
保
育
士
に
よ

る
保
育
並
び
に
佐
井
村
保
育
所
行

事
等
へ
の
参
加

回
答
）
保
育
に
つ
い
て
は
子
供
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
最
も

大
切
な
こ
と
で
あ
る
た
め
、
月
一

入

一
回
の
保
育
で
は
子
供
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
い

の
で
開
設
は
不
可
能
。
ま
た
、
佐

井
保
育
所
へ
の
行
事
等
の
参
加
に

つ
い
て
も
同
じ
理
由
か
ら
不
可
能
。

要
望
）
以
前
行
っ
て
い
た
母
親
保

育
の
再
開
と
予
算
措
置

回
答
）
母
親
保
育
に
つ
い
て
は
、

保
育
士
の
資
格
を
必
要
と
す
る
の

で
開
設
で
き
な
い
が
、
今
後
、
広

域
保
育
（
川
内
町
）
等
が
可
能
か

ど
う
か
検
討
し
て
い
く
。

注
）
誌
面
上
の
ス
ペ
ー
ス
の

関
係
か
ら
地
区
か
ら
の
要
望

内
容
に
つ
い
て
は
、
一
部
文

面
を
割
愛
さ
せ
て
記
載
さ
せ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願

い
ま
す
。



“巷●段”龠饋曩
と き：平成１３年２月２４日（土）

ところ：歌舞伎の館

福鰈ｅ黼舞機と縁…
明治２０年ごろ、磯谷地区で歌舞伎の指導をしていた上方出身の役者、中村菊五郎・菊松夫妻を、当時

わずか１４戸の漁村であった福浦地区が明治２３年に招き、２ヶ年にわたり全戸をあげて伝習に努めたのが

始まりとされ、現在まで１００年以上にわたり伝承されている址芝居です。昭和５９年に、青森県無形民俗文

化財の指定を受けました。

この度、歌舞伎の館に、福浦の歌舞伎

モニュメントが設置され、食談義の開演

前に除幕式が行われました。

モニュメントの設置は、簡易保険が施

設整備などの地域社会発展、福祉増進に

役立っていることを広く理解してもらお

うと、郵政省（現郵政事芙省）が行って

いる事業です。

館の正面玄関前に、高さ１ｍの台座に

義経千本桜の一場面のブロンズ像が据え

付けられ、この囗は、村長をけじめ関係

者によるテープカットで完成を祝いまし

た。



当村に伝わる伝統芸能で、県の無形民俗文化財に指定されている福浦の歌舞伎を観劇しながら村特産

の珍味を楽しむ「福浦の歌舞伎“冬の段”食談義」が、２月２４日（土）、福浦地区歌舞伎の館で行われま

した。

この食談義は、冬場の村の魅力を広く売り出そうと平成４年から続いており、１０回目を数える今回は、

平成１１年度に県無形民俗文化財に指定された箭根森八幡宮例大祭の大佐井青年会による祭囃子で幕を開

けました。

続いて、福浦芸能保存会（田中豊衛会長）のメンバーが「太閣記九段目」を熱演し、県内外から集まっ

た１００名余りの参加者は、役者たちの繰り広げるユーモラスな動きや地元なまりの入った独特のせりふ回

しとイクラ丼やタラのジャッパ汁など自慢のごちそうに魅了されていました。

また、翌日には、アルザスＰＲ広場での木工体験や、佐井村凧の会による凧揚げも行われ、参加者た

ちは下北の冬を存分に堪能していました。

太関記九段目

～天ヶ崎天光山、大、烏御所の陣取り場百～

秀 吉…………田中 潔

四天王…………田中 忠弘

入 汪…………田中 憲吉

正 清…………田中 義一

早 川…………田中 智明

ケケラケン助…田中 徳助

百 姓…………田中 徳康、出中 均

田中 豊衛、田中 春美



平成１３年春の火災予防運動

４月９囗から４月１５囗まで県下一斉に春の火

災予防運動が実施されます。

昨年、青森県内における火災による犠牲者が

５４人と過去２０年間で最多を記録し、その半数近

くの２２人が６５歳以上の高齢者となっております。

今年に入り下北広域消防本部管内でも４名の

高齢者や身障者などの災害弱者の方が犠牲となっ

ております。

もしもの場合に備え、就寝する場所は避難し

やすい場所にし、避難経路は二方向以上確保し

ておきましょう。

また、これからの季節は空気が乾燥 匸 火災

の起こりやすい気候となりますので、火入れの

際は必ず消防分署に届けましょう。

亟 和 謙 黼 胼 ］

最近、他県で腐食した消火器を廃棄処分しよ

うとし、何らかの状況で暴発、取扱者が死亡す

る事故が発生しました。

このような事故が発生しないよう取扱には十

分注意しましょう。

また、消火器は容器内に貯蔵された消火薬剤

を、圧力 により放射し消火を行うもので、消火

薬剤を有効に放射するため強い圧力を必要とし

ます。

従って、型式失効消火器・有効期限切れ消火

器（具）・腐食その他劣化した消火器を廃棄す

る場合は下記の点に注意することが必要です。

①廃棄消火器を軒下、空き地その他屋外に放

置しない。

②腐食した消火器は絶対レバーを操作しない。

③廃棄消火器は原則として、購入先に処分を

依頼する。

④購入先が不明の場合は最寄りの消防署に相

談する。

・ 問い合わせ

佐井消防分署 ａ ⑩２２６６

火事と救急は局番なしの １１９

「火をつけた

あなたの責任

最後まで」

４月は国民年金保険料の最終納付月です

平成１２年度（平成１２年４月から平成１３年３月

まで）分の保険料の納付は、４月２７囗までとなっ

ています。

保険料の納め忘れをそのままにしておくと、

将来受ける老齢基礎年金が減額されたり、万一

のときの障害基礎年金や遺族基礎年金が受けら

れなくなることもあります。

保険料の納め忘れがないかどうか確認してみ

ましょう。

※平成１２年度国民年金保険料納付通知書の納期

限が、５月１囗と誤っていましたので、お詫び

し訂正します。

○保険料は前納できます。

国民年金保険料を１年分、まとめて納めると

保険料が割引 きされることをご存じですか。こ

れを「前納制度」といいます。

この制度を利用すれば、毎月納める手間が省

け、納め忘れの心配もありません。

前納を希望される方は、４月２７囗までに納付

してください。

匝 ⑩ 讎 柏賺 御厠 ］

・毎月納付した場合

１３，３００円×１２月＝１５９，６００円

・前納しか場合

１５６，７７０円

２，８３０円お得になります。



第２０回佐井村青少年健全育成推進大会

２月２８日（水）、 アルザスしおさいホールで

［手をつなぎ みんなで伸ばそう 若い芽を］

をスローガンに「第２０回佐井村青少年健全育成

推進大会」が開催され、来賓や関係者など約１００

名が参加しました。

開会行事では、青少年育成佐井村民会議表彰、

内藤清美会長のあいさつ、来賓の祝辞が行われ

ました。

「少年の主張」では、佐井小学校６年布施未

希さん（演題「たった一言の大切さ」）、長後中

学校２年内田千春さん（演題「人との出会い」）、

佐井中学枚３年紀伊奈聿美さん（演題「憫然の

出会いから」）がそれぞれの体験の中から感じ

たことや学んだことを発表しました。

最後に「十五才 学校ＩＶ」の映写会が行われ、

参加者一同大 きな感銘を受け大会を終了しまし

た。

なお、表彰者は次の方々です。

・佐々木寛昭

※多年にわたり子ども会の育成にご尽力され、

青少年育成に貢献された功績は、多大である。

・池田進 ・宮川久美子 ・山本幸治

※多年にわたり青少年健全育成推進員として、

積極的に青少年育成に貢献された功績は、多大

である。

第２回津軽地区インディアカ大会

３月１１囗（日）、板柳町民体育館で、第２回津軽地区イ

ンディアカ大会が行われ、佐井村レクリエーションサー

クルインディアカ愛好会が見事準優勝に輝きました。な

お、結果は次のとおりです。
行 住

【一回戦】

佐井レク ３０－２１ 稲垣

【二回戦】

佐井レク ３０－２６ マーチャンズＢ

【準決勝】

佐井レク ３０－２８ マーチャンズＡ

【決 勝】

佐井レク １３－３０ 弘前レディース

矢越地区芸能発表会

３月４日（囗匸 矢越地区生活改善センターで矢越地区

芸能発表会が４年ぶりに開催され、約１００名の観客が詰め

掛けました。

この囗は、１８年ぶりに歌舞伎 も上演され、矢越芸能保

存会のメンバーが、［太閣記十段目］を披露 匸 たくさん

めおひねりが飛び交うなど、大いに盛り上がりました。

川畑勲会長は、「昨年３月に発足しか後、まだ特に目立っ

た活動はしていないが、会員一同矢越地区の芸能を保存

していきたいという気持ちは強い」と話しており、現在

は、［義経千本桜］や［白浪五人男］などの練習にも励ん

でいます。



７どｉ？２’ｉ 竺

あおもりの郷土芸能が一堂に会する

三
月
四
日
、
下
北
文
化
会

館
で
、「
あ
お
も
り
民
俗
芸
能

祭
２１
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
芸
能
祭
は
、
各
地
区

の
民
俗
芸
能
団
体
を
対
象
に

芸
能
の
ビ
デ
オ
撮
影
や
伝
承

教
室
の
実
施
な
ど
を
通
し
て

そ
の
成
果
を
披
露
す
る
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
東
青
・
下
北
地

区
で
郷
土
芸
能
の
保
存
・
伝

承
に
努
め
る
七
団
体
が
出
演

し
、
当
村
か
ら
は
福
浦
芸
能

保
存
会
が
参
加
。
忠
臣
蔵
五

段
目
を
披
露
し
、
約
千
人
の

観
衆
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

みんな上手にできたよ川

三
月
一
日
、
佐
井
村
保
育

所
で
「
ひ
な
ま
つ
り
集
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
ゆ
う
ぎ
室
に
は
、
子
ど

も
た
ち
が
空
き
缶
や
割
り
ば

し
、
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
身
近

に
あ
る
も
の
を
使
っ
て
作
っ

た
手
作
り
び
な
が
飾
ら
れ
、

各
組
一
人
ず
つ
が
そ
れ
ら
を

紹
介
す
る
と
、
「
上
手
に
で

き
た
ね
」
と
み
ん
な
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
ぞ
う
組
の
子
ど

も
た
ち
が
作
っ
た
卵
焼
き
を

使
っ
た
手
巻
き
寿
司
や
す
ま

し
汁
を
食
べ
な
が
ら
、
ひ
な

ま
つ
り
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

１０年前にタイムスリップ

二
月
二
十
一
囗
、
佐
井
中

学
校
三
年
の
み
な
さ
ん
が
、

佐
井
村
保
育
所
で
、
保
育
実

習
を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
初
め
に
「
迎
え
る

会
」
で
は
、
そ
う
組
の
み
ん

な
が
手
話
「
さ
ん
ぽ
」
で
生

徒
を
歓
迎
。
そ
の
お
礼
に
生

徒
た
ち
は
、
「
旅
立
ち
の
日

に
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク

ラ
ス
に
分
か
れ
、
山
村
広
場

で
雪
合
戦
や
ソ
リ
遊
び
を
す

る
な
ど
、
圉
児
た
ち
と
の
ふ

れ
あ
い
の
中
で
、
自
分
の
子

供
の
頃
を
懐
か
し
く
思
い
起

こ
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

牛滝小学校 ～学習ボランティア活用事業～

き れ い に で き た よ ベ コ 餅 づ く り

二
月
二
十
一
日
、
牛
滝
小

学
校
五
・
六
年
生
児
童
八
名

が
、
家
庭
科
の
調
理
実
習
と

し
て
「
ベ
コ
餅
づ
く
り
」
に

戦
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
川
目
地
区
の

工
藤
ア
サ
さ
ん
を
お
願
い
し
、

「
キ
ク
」
「
つ
ば
き
」
「
だ
ば

ね
」
な
ど
の
模
様
の
作
り
方

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
見
本
の
餅

を
見
せ
ら
れ
て
も
、
「
う
ま

く
い
く
の
か
な
？
」
と
不
安

気
で
し
た
が
、
自
分
た
ち
が

重
ね
た
餅
の
切
り
囗
の
鮮
や

か
な
模
様
に
「
わ
あ
１
つ
！
」

と
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。



啄哇砕心籾

年に１［亘］は

検診で健康チェック

病
気
の
予
防
に
は
、
毎
日
の
生

活
で
健
康
を
守
ろ
う
と
す
る

二

次
予
防
」
と
、
定
期
的
な
検
診
で

異
常
を
早
期
発
見
し
、
早
期
予
防

す
る
「
二
次
予
防
」
が
あ
り
ま
す
。

ガ
ン
や
生
活
習
慣
病
は
、
か
な

り
症
状
が
進
行
し
な
い
限
り
、
自

覚
症
状
が
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
年
に
一
回
は
検
診
で
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

検

診

が

は

じ

ま

り

ま

す

今
年
度
の
検
診
の
囗
程
は
下
記

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
複
合
検
診
の
囗

に
は
、
歯
周
疾
患
検
診
も
あ
わ
せ

て
実
施
し
ま
す
の
で
、
歯
や
歯
ぐ

き
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
も
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

な
お
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

区
以
外
で
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
方
は
、
址
区
保
健
協
力

員
か
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

女

性

の

み

な

さ

ん

へ

女
性
の
検
診
が
少
し
だ
け
変
わ

り
ま
す
。

①
乳
が
ん
検
診

対
象
年
齢
は
三
十
歳
以
上
と

な
っ
て
お
り
、
四
十
九
歳
ま
で

は
従
来
通
り
で
す
が
、
五
十
歳

以
上
の
対
象
者
は
、
医
師
の
診

察
に
加
え

マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ

（
乳
房
Ｘ
線
撮
影
）
も
実
施
し

ま
す
。
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
、

医
師
の
診
察
だ
け
で
は
見
つ
け

に
く
い
早
期
の
ガ
ン
を
見
つ
け

る
の
に
大
変
有
効
で
、
特
に
五

十
歳
以
上
の
方
に
効
果
的
で
す
。

そ
の
た
め
、
五
十
覬
以
上
の
方

は
よ
り
精
密
な
検
査
を
行
う
こ

と
か
ら
、
検
診
の
間
隔
が
二
年

に
一
回
に
な
り
ま
す
。

②
骨
粗
鬆
症
検
診

佐
井
村
で
も
、
骨
粗
饂
症
と

診
断
さ
れ
る
方
が
増
え
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
の
で
、
今
年
度

よ
り
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検

診
と
同
じ
囗
に
骨
粗
鬆
症
検
診

も
実
施
し
ま
す
。

特
に
女
性
は
、
男
性
に
比
べ

て
骨
が
細
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム
摂

取
量
が
少
な
い
う
え
に
、

・
閉
経
に
と
も
な
う
女
性
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
の
急
速
な
低
下

・
出
産
、
授
乳
に
と
も
な
う
カ
ル

シ
ウ
ム
の
大
量
消
費

な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
骨
粗

饂
症
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。女
性
に
圧
倒
的
に
多
い
病
気

で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

平成１３年度 各種検診日程表

乳がん・子宮がん・骨粗鬆症検診

複 合 検 診



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

厳
し
い
冬
も
過
ぎ
去
り
、
何
と
な
く
寂
し
気
に
見

え
た
海
や
山
の
色
も
元
気
づ
い
て
来
た
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
、
今
年
は
二
十
八
名
の
新
入
学

児
童
が
間
も
な
く
入
学
式
を
迎
え
ま
す
。

村
で
は
、
こ
の
加
わ
い
い
新
入
学
児
童
を
悲
惨
な

交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
次
の
交
通
安
全
グ
ッ
ズ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
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カバンなどにつけ、その振動により自動的

にライトが点滅し、夜間などでもドライバー

に自分の存在をアピールでき、交通事故から

身を守ってくれます。

交
通
安
全
活
動
報
告

福浦地区では夜に児童生徒たちが、火の用心の夜

回りを実施しています。

母の会では、交通事故に遭わないようにとの思い

を込めて、反射材付きの手袋をプレゼントしました。

（２月２０日）

母の会と駐在所連絡協議会が一緒になり、圜佐井

地区のカーブミラーの清掃を行いました。冬期回で

だいぶ汚れたミラーもピカピカになり、ドライバー

の安全運転に役立てばと思っています。（２月２６囗）
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駐在所連絡協議会を開催
２月１６囗（金）、アルザス２階和室で、

佐井駐在所連絡協議会を開催しました。

総会には、役場奥本助役をけじめ幹部職

員、各地区代表、各団体の長が出席してく

ださいました。

総会では、各委員からさまざまな意見や

要望が出され、住みよい街づくりのための

問題点などを話し合いました。

駐在所連絡協議会委員

古佐井地区 能 登 昭 造

古佐井地区 蒔 田 正 利

古佐井地区 渋 田 昌 平

大佐井地区 菊 池 丈 博

大佐井地区 瀕 原 達 雄

大佐井地区 小笠原 忠 雄

原 田 地 区 加 藤 秀 夫

川 目 地 区 中 村 寿 蔵

矢 越 地 区 宮 澤 敏 男

磯 谷 地 区 横 浜 満 男

長 後 地 区 人 石 光 明

福 浦 地 区 田 中 明 正

牛 滝 地 区 竹 内 栄 一

役場総務課 萬 谷 栄 一

役場住福課 イ左 賀 公 栄

防犯指導隊 中 村 喜 一

少年補協員 岩清水 秀 一

交通指導隊 東 川 大

漁協組合長 新 田 常 雄

老人ク会長 藤 田 重 良

社福協会長 與 本 道 也

消 防 力 の 強 化 を 目 指 し て ！

佐井村消防団第 釟 ３、４分団に最新鋭の小型

動力ポンプ付積載車が導入されました。以前の積

載車は昭和６０年に配備され、長年、火災等の各種
災害に活躍してきましたが、購入後１５年を経過 匸

その活動に支障を期たす可能性が生じてきたため、
今回、新たに配備されたものです。

４月開催予定の定期観閲式にみなさんにご披露

できることと思いますので、ぜひ、ご覧になりに

きてください。

中 ・ 高 齢 者 の 交 通 事 故 防 止

昨年、大間警察署管内で４０歳以上の中・高齢者
２４名の方が交通事故でけがをしております。
夜間歩いて外出するときは、必ず反射材を着用
してください。
又、道路を横断するときには横断歩道のある場
所、もし無い場合は、必ず左右を確認して横断し
てください。
車に乗ったら必ず、シートベルトを締めるよう
にしてください。
昨年は、交通事故でけがをした方の約半数の１８
人の方がシートベルトを締めないでけがをしてお
ります６

● シ ー ト ベ ル ト の

正 し い 着 用 の 仕 方

①シートの背を倒さずに、深く腰か

ける。

②腰ベルトは、骨盤を巻くようにしっ

かり締める。

③バックルの金具は、カチッと音が

するまで確実に差し込む。

④ベルトのねじれやたるみがないか

確認する。

各都道府県警察ではハイテク犯罪に関する相談窓口を設置し

ています（警察庁日Ｐに一覧を掲載＝ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｐａ．ｇ０．ｊｐＤ。

情報セキュリティ・アドバイザーが一般の方々からの相談に対

応し、ハイテク犯罪の現状、被害に遭わないための対策など広

報啓発も行っています。被害に遭ったときや違法な内容のホー

ムページを見つけたときなどは、最寄りの警察や相談窓口にご

連絡＜ださい。



お知らせコーナー

国家公務員採用試験のお知らせ
人事院では、次のとおり国家公務員採用試験の募集を行います。

なお、申し込み用紙の請求や受験資格等の詳しい内容については、下記にお問い合わせください。

■問い合わせ 人事院東北事務局 第二課 試験係 ａ （０２２）２２１－２０２２

青森県措定標準米「はなむすぴ」の
原料構成等の改定について

平成１３年２月１日付けで青森県指定標準米「はなむす

び」の原料構成等が下表のとおり改定されました。

年産の更新で食味の向上が期待され、また、目安価格

についても若干安く設定されています。

（注）目安価格は、袋込み、消費税込みの価格です。

自 衛 官 募 集

自衛隊では、次のとおり自衛官を募集します。

・ 募集項目 一般・技術幹部候補生

・ 応募資格 大学卒業程度の学力を有し、２０歳以上、

２６歳未満（２２歳未満は大卒者（見込みを

含む））。

大学院修士課程修了者（見込みは、２８歳

未満）。
・ 受付期間 平成１３年４月９日（月）～５月１１日（金）

・ 試験期日 １次：５月２６日（ニヒ）・２７囗（日）

（２７日は飛行要員のみ）

２次：６月２６日（火）～６月２８日（木）

■合格発表 １次：６月中旬
・ 入（校）隊 平成１４年３月下旬～４月上旬

■待 遇 等 入隊後約１年で３等陸・海・空尉

■問い合わせ 自衛隊青森地方連絡部

むつ募集事務所 ａ ⑩７４８４

防衛庁ホームページ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｊｄａ．ｇｏ．ｊｐ

佐井村に新しい商店街
アルザス横 潮 風 協 同 組 合
毎月第２・第４日曜日は商店街大売出し！！



育てよう 未来にむけての森林づくり

一掃の務今｜’乙で渭，ナ１ぐだヤ｜。丶－

匚緑の募金」とは「緑の羽根募金」として、昭

和２５年以来緑化推進運動の一環として運動が展開

されてきました。

平成了年には 厂緑の募金」として生まれ変わり、

地球規模での森林を守り育てていくことを目指し

ているものです。

佐井村でも、平成１１年３月８日に、匚佐井村緑

化推進委員会」を設立し、家庭募金活動を主体に、

全村で緑化運動を図ったところ、平成１２年度は、
４０４，９６８円の募金が集まりました。

村民のみなさんにはご協力いただき誠にありが

とうございました。
この募金で集まった４０４，９６８円の４５％１８２，２３６円

か村に交付されており、平成１３年の緑化推進事業

として活用することになっています。

使途については、去る３月におこなわれた佐井

村緑化推進委員会総会で協議した結果、３地区に

緑化本の配布をすることに決定しました。

かけがえのない地球と緑を守るため、今後、毎
年「緑の募金」運動をおこないますので、村民の

みなさんのご協力をお願いします。

■緑 の募金期 間

「春季 募金活動」（平成１３年４月１日～５月３旧 ）

家庭内募金活動を中心 に町内会連合会が母体

となり、 官公庁、学校、 企業など が募金箱によ

る募金を展開しま す。

「秋季募金活動」（平成１３年９月１日～１０月３旧 ）

イベントなど での募金活動 を行い ます。

■緑 の募金 の使途

○募金 は、次のように、 様々な森 林づく りに活用

さ れます。

・植樹祭、緑の少年団の育成、各地 区の公共施設

など への緑化木の配布。

・環境緑化活動を実施し たい団 体・企業 等にも苗

木の助成を行います。

■募金の主体

○佐井村緑化推進委員会 （村緑推） が行い ます。

村緑推 では、 家 庭内募 金を １戸当 たり３００円

を目標とし て、行政連絡員及び補助員 の協力を

得ながら募金をお願いしま すので、 主旨をご 理

解いただきご 協力＜ださるようお願いし ますよ

■問い合わせ

○村緑推事務局 （役場農林水産 課内）ａ ⑩２１１１

平成１３年度労働保険年度更新について

事業主のみなさまへ

労働保険の申告・納付はお済みですか。

平成１２年度確定保険料・平成１３年度概算保険料の申告

の時期となりました。

保険料申告書の提出及び保険料の納付期限は５月２１囗

です。

お早めにお近くの銀行、郵便局等で手続きしてくださ

しゝ。

なお、申告・納付が同時にできないときは、黒刷りの

申告書は最寄りの労働基準監督署または青森労働局へ、

ふじ色刷りの申告書は青森労働局へそれぞれ提出し 納

付についてご相談ください。
・ 問い合わせ

青森労働局労働保険徴収室 ００１７－７３４－４１１１

平成１２年度コミュニティ助成事業

宝くじの普及広報を図るため、財団法人自治総合セン

ターが行っているコミュニティ助成事業により、歌舞伎

の館に、背景幕２枚、はんてん３０着が導入されました。

これらは、今後「福浦の歌舞伎」の保存・伝承のため

に、有効活用されます。

「バ ー バ ル ・ ツ リ ー 」 会 員 募 集

一緒にハープを育てませんか？ポプリ、ハーブティー、

アロマテラピーに料理ｅｔｃ・・・。

ハープは生活にやすらぎと豊かさをもたらします。

もちろん有機無農薬。育てて、眺めて、食べて、作っ

て、香りでリラックス。

ハープのすべてを堪能しましょう。

【年会費】 ２，０００円

■問い合わせ

バーバル・ツリー代表 小笠原 浩子 ＴＥＬ・ＦＡＸ ⑩肘７３

淋 匪 石 縦 麺 亘 往

海上自衛隊護衛艦隊の護衛艦１８隻が訓練のため、４月

１８日（水）から４月２３日（月）まで大湊に入港匸 次の

予定で一般公開を行います。

■日時 ４月２１日（二辷）・２２［］（日）

９：００～１１：３０、１３：００～１６：００

■場所 海上自衛隊大湊基地

公開艦艇、入港艦艇の一部

■問い合わせ

海上自衛隊大湊地方総監部広報係 ａ⑤１６４０



糠森遺跡発掘作業員を募集します
標記地点における埋蔵文化財発掘調査を平成１２
年度に引き続き実施することになりました。調査

に従事していただ＜作業員を募集しますので、希
望者はご応募＜ださい。
１．調査主体 佐井村教育委員会
２．募集人数 １２人

※応募人数が募集人数を超える場合は、抽選と
なります。
３．募集条件
佐井村内に在住する１８歳以上７０歳以下の健康
で休日を除き毎日作業のできる方

４．雇用期間

平成１３年５月１日から平成１３年了月３０日（予定）
５．休 日

火・水曜日（ただし、５月１日・２囗を除＜）

※土・日曜日は必ず発掘作業があります。
６．作業場所

佐井村字糠森１６－｜（佐井村役場前）

了。作業内容
発掘調査の粗掘り・補助イ乍業

８．作業時間 午前８時３０夕Ｅｙ～午後５時
９．加入保険 労働者災害補償制度

１０．賃 金 ６，０００円
几 応募方法 平成１３年４月２５日水曜日の午前１０

時までに佐井村役場２階第２委員会室へお集
まりください。［時間厳守］

１２．問い合わせ
佐井村教育委員会社会教育課 容＠４５０６

満一歳おめでとうｙ

祐 川 千 紗 ちゃん

（文規・ちあき）古佐井

宮川 日向子ちゃん

（亮一・由実子）大佐井

福 田 竜 也くん

（剛一淳子）糠 森

佐 々木 竜 太 郎くん

（秋彦・千秋）古佐井

戸籍の窓口 ３月１５日現在

○お誕生日おめでとう
船越 まりあ （博 史） 古佐井

○ご結婚おめでとう
（ 高 橋 真 古佐井
奥 本 良 子 古佐井

○おくやみ申し上げます
竹 内 竹 蔵 （ 鋼 ） 牛 滝
磯 川 松太郎 （ 薫 ） 磯 谷
坂 井 ア キ （良 子） 大佐井

澎個人のプライバシーを尊重する意味
で、掲載して欲しくない方は、届出
の際、係に申し出てください。

佐井村の人口
２月２８日現在

男 １，５７５ （＋２）

女 １，５７９ 匸 １）

計 ３，１５４ （＋１）

世 帯 数 １，１０２ 匸 ２）

（ ）内は前月比

ゴールデンウィークは下北交通のふるさとバスでｊ７

詳しくは、お問い合わせください。
本社 〒０３５－００４１
青森県むつ市金曲１－８－１２

ａ（０１７５）２３－３１１１
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